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研究要旨 

 ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）の CQに対す

る推奨の強さを研究者全員の投票により決定し、CQ に対する推奨文およびその解説文を作成した。また、難

病プラットフォームの雛型を用いて作成したゴナドトロピン分泌異常症のレジストリに患者登録を行った。 

 

Ａ．研究目的 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）の診

療に資する診断ガイドラインおよび疾患レジスト

リを策定する。 

 

Ｂ．研究方法 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）のCQ

に対する推奨文およびその解説文を作成するとと

もに、レジストリへの患者登録を行った。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

CQに対する推奨文およびその解説文を作成し

た。また、策定したゴナドトロピン分泌異常症

（下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍、ゴナドトロピ

ン分泌低下症）のレジストリに患者登録を行っ

た。 

 

Ｄ．考察 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）の診

療ガイドラインの改訂に資するCQに対する推奨文

および解説文を作成することができた。また、新
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たなエビデンス創出に繋がる疾患レジストリの拡

充に向け、患者登録を行うことができた。 

 

Ｅ．結論 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロ

ピン産生腫瘍とゴナドトロピン分泌低下症）のCQ

に対する推奨文および解説文を作成するととも

に、疾患レジストリへの患者登録を行った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 

 

G. 研究発表 
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proopiomelanocortin gene in murine AtT-20 
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J Obstet Gynaecol Res. 2021 Feb;47(2):774-
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Kidney Int 2022 May;101(5):1039-1053.  
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西山 充：CRH．P21-22．下垂体疾患診療マニュ

アル 改訂第 3版．診断と治療社 2021 年 12 月 

 

西山 充：汎下垂体機能低下症． P193-197．下

垂体疾患診療マニュアル 改訂第 3版．診断と治
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療社 2021 年 12 月 

 

西山 充、岩崎泰正：本態性高ナトリウム血症． 

P270-272．下垂体疾患診療マニュアル 改訂第 3

版．診断と治療社 2021 年 12 月 
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医学社 2021:257-262.  
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2. 学会発表  
Sugino N. Anti-aging effects on melatonin on 

follicle development. The 10th Congress of 

the Asia Pacific Initiative on Reproduction 

(ASPIRE 2021) 2021 年 5月 1 日 (WEB) 
 
安田早佑里、岡崎瑞穂、西山 充、船越生吾、田

口崇文、藤本新平、寺田典生：肝腫瘤として発見

された副腎遺残腫瘍の 1例．第 94回日本内分泌

学会学術総会．4, 22-24, 2021．高崎（WEB） 

 

天野絵梨、西山 充、船越生吾、安田早佑里、岡

崎瑞穂、田口崇文、藤本新平、寺田典生：免疫チ

ェックポイント阻害薬により下垂体機能低下症を

きたした 14 例の解析．第 94回日本内分泌学会学

術総会．4, 22-24, 2021．高崎（WEB） 

 

岡崎瑞穂、西山 充、田口崇文、藤本新平、寺田

典生：原発性アルドステロン症におけるエサキセ
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検にて診断された IgG4 関連下垂体炎の 1例．第

31 回臨床内分泌代謝 Update．11, 26-27, 2021．

大阪（WEB） 

 
西山 充：下垂体疾患の薬物治療について．間脳
下垂体機能障害に関する調査研究班 市民公開講
座．2, 26, 2022．WEB 開催 
 
村澤真吾、川村悠祐、蔭山和則、臼谷真理、木下

敬子、中田有紀、浅利ゆう子、綿貫裕、髙安忍、

大門 眞 原発性アルドステロン症術後の内分泌

負荷試験検査についての検討 第 94 回日本内分

泌学会学術総会 2021 年 4 月 Web 

 

髙安忍、臼谷真理、牧田興志、蔭山和則、大門眞 
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AtT-20 細胞において GPR30 シグナルは

cAMP/PKA/NR4A 系を介して Pomc 転写を促進させる 

第 94 回日本内分泌学会学術総会 2021 年 4月 

web 開催 

 
村澤真吾、中村遼馬、臼谷真理、濱浦季穂、浅利
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顕、大門眞 転移性脊椎腫瘍を契機に診断された
甲状腺濾胞癌の一例 第 31 回臨床内分泌代謝
Update 2021 年 11月 web 開催 
 
杉野法広 教育講演：子宮内膜間質細胞の脱落膜
化に伴う遺伝子発現調節機構第 39回日本受着着
床学会学術講演会 2021 年 7月 15 日 (WEB) 
 
大山健一、井上雄貴、中里一郎、宇野健志、小野

田恵介、江戸直樹、盛田幸司、石川敏夫、寺本

明、松野彰．難治性機能性下垂体腺腫に対する内

視鏡下経鼻頭蓋底手術手技の有用性．第31回日本

間脳下垂体腫瘍学会 2021.2.19-20 (東京) 

 

中里一郎、大山健一、江戸直樹、盛田幸司、石川

敏夫、井野元智恵、長村義之、寺本明、松野彰．

low GH acromegaly の一例．第 32回間脳下垂体副

腎系研究会 2021.9.1-15 (WEB) 

 

大山健一、中里一郎、田部井勇助、寺本明、松野

彰．経鼻内視鏡手術における止血操作のポイン

ト．第 26回日本脳腫瘍の外科学会 2021.9.9 

(東京) 

 

松野彰、廣畑倫生、山﨑一人、石田康生．術前診

断に苦慮した鞍上部腫瘍の 1例．第 53回日本臨

床分子形態学会総会・学術集会 2021.10.23 

(WEB) 

 

中里一郎、大山健一、田中達也、若宮富浩、道脇

悠平、下地一彰、河島雅到、寺本明、松野彰．内

視鏡下経鼻手術が有用であった第三脳室に首座す

る頭蓋咽頭腫の一例．第 28 回日本神経内視鏡学

会 2021.11.18 (名古屋) 

 

西岡 宏．下垂体腫瘍の手術：安全、確実に！市

民公開講座（間脳下垂体機能障害に対する調査研

究班）、2021 年 2 月 13 日、web 講演 

 

西岡 宏．機能性下垂体腺腫の治療最前線．第 31

回 日本間脳下垂体腫瘍学会、2021 年 2月 20 日、
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西岡 宏．機能性下垂体腺腫の治療最前線．第 94
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ランチョンセミナー 

 

西岡 宏．With コロナ時代の経鼻内視鏡下垂体手

術．第 94回 日本内分泌学会総会、2021 年 4 月

24 日、特別シンポ（web）  

 

西岡 宏．下垂体腺腫に対する内視鏡下経鼻手

術：基本から応用まで．第 80回 日本脳神経外科

学会近畿支部学術集会、2021 年 9 月 4 日、特別講

演（web） 

 

西岡 宏、井下尚子．2017 年 WHO 組織型分類に基

づいた非機能性下垂体腺腫の臨床．第 31 回 臨

床内分泌代謝：update、2021 年 11 月 26 日-27 日

（大阪）、指定 web講演 

 

西岡 宏．High volume center における間脳下垂

体疾患の診療．虎の門病院医療連携セミナー、

2021 年 12 月 16 日、web 講演 

 

井野元智恵. クリニカルアワー1 病理所見は内分

泌腫瘍の予後判定にどの程度有用なのか CLH1-3 

下垂体腫瘍における病理診断. 第 94 回 日本内分

泌学会学術総会. 2021.4.22 

 

井野元智恵, 長村義之. ワークショップ 8 病理か

ら読み解く非腫瘍性内分泌疾 W8-1 自己免疫性下

垂体炎. 第 110 回 日本病理学会総会. 2021.4.23 
 
浦川立貴、伊達木澄人、本川未都里、木下英一、
森内浩幸. 成長曲線を用いた学校健診のピットフ
ォール：見逃されていた思春期早発症の２例. 
第 54 回日本小児内分泌学会学術集会 2021 年 10
月 28-30 日 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得 

時系列妊婦健診データの機械学習による周産期合

併症発症の予測システム，前川亮，阿部武志，浅

井義之，杉野法広，品川征大，特願 2021-

180924，2021 年 11月 5日 

 

子宮筋腫のサブタイプ予測プログラム、予測方法

および予測装置，爲久哲郎，佐藤俊，杉野法広，

特願 2021-180924，2021 年 11 月 5日 

 

胎児心拍陣痛図中の胎児イベント自動検出システ

ム，浅井義之，篠田侑果，前川亮，杉野法広，特
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願 2021-048038，2021 年 3 月 23 日 

 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

 該当なし

   


